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  ２０１９年１０月・１１月 号

NPO法人 いわて森林再生研究会

おらたちは森林の環境を守り、未来の資源づくりにつとめます

ホ ー ム ペ ー ジ ： http://i-sinrinsaisei.org/ ブ ロ グ ： http://iwatesinrinsaisei.sblo.jp

※　講師派遣のスケジュールは5pを見てください。

今年も炭焼き活動。 国連気候変動サミットで少女のスピーチどおり、実際の行動が求められています。

　月　日         内     容
 間伐材の日‥製材
    　集合　ギダジ
 里山・地域環境保全
    　集合　ギダジ
　「講座」‥:現場研修
    　集合　ギダジ
 間伐材の日‥製材
    　集合　ギダジ
　「講座」‥:現場研修
    　集合　ギダジ
 間伐材の日‥炭焼き
    　集合　ギダジ
　「講座」‥:現場研修
    　集合　ギダジ
 里山・地域環境保全
    　集合　ギダジ
 間伐材の日‥製材
    　集合　ギダジ
　「講座」‥:現場研修
    　集合　ギダジ

24(日) 3p

12(土) 3p

4p

11/2(土)
～１週間

2p

23(土) 2p

 13(水)
～14(木)

 活動カレンダー　１０/1～１１/30 詳細

2p

 9(水)
～10(木)

4p

3p

9(土)

10/6(日)

14(月) 2p

3p

27(日)

【地球の浄化機能】

　地球には、森林、河川、湖沼、干潟、海洋等に

固有の浄化能力を有している。希釈、吸着、沈

殿、分解の作用による。昔「三尺流れれば水清

し」と言われた。また、湖沼のアシなど汚染の吸

着除去、干潟の生物による水質浄化、森林による

水・大気の浄化など知られている。

　しかし、ここ５０～６０年の間に森林の減少、

河川の人工護岸、湖沼や干潟の埋め立て、生活排

水、工業排水、農薬等により浄化能力が衰える事

態となっている。さらに、化学物質、化学製品な

ど、自然に回帰出来ない物の大量生産・廃棄が、

人間を含む動植物の生命維持にかかわる、自然環

境の悪化が現実となっている。

　人類が良かれと進めてきた結果である。人類が

今後も生き続けるには、自然に回帰し自然と共生

する考えを強くしなければならない。人間生きて

もたかだか９０年前後。子孫に引き継ぐべきは

《共生が必要な自然》であると思う。

∞思い∞

☆『ソレイトン・グリーン』ＳＦ映画(アメリカ

１９７３)

　昭和４８年盛岡映画館通りで見た。２０２２年

を未来とした飢餓・格差・自然崩壊、社会崩壊

ショッキングでした。この先の未来にもないよう

にとおもう。

☆『宇宙戦艦ヤマト』ＳＦアニメ（１９７４～）

　科学技術をもつて、放射能除去装置を頼む。



 「間伐材の資源化プロジェクト」
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＜ １０月のスケジュール＞

■  間伐材の製材機使用研修

　　と　き　１０月６日(日)・１４日（日）
  　集　合　ギダジ研修場　9:00～15:00
　　内　容　今年度の活用のため集積した
　　　　　　スギを製材します。
　　　　　　板材がほしい方は機材の使い
　　　　　　方を習得した後は自由に製材
　　　　　　し持帰りできます。

8～9月の活動から □  ８月２４　９月２３日　製材・整備・キノコ栽培　於ギダジ　参加延べ１７人

 「間伐材の資源化プロジェクト」

「緑の募金事業」に採用されました。
　「　薪づくり / 炭焼き / 木工教室 / きのこ栽培 です」
　一般の方々も誘って積極的に参加ください。

＜ １１月のスケジュール＞

■ 炭焼き研修２回目

　　と　き　１１月２日(土)～1週間
  　集　合　ギダジ研修場 9:00～15:00
　　内　容　窯出し炭切と原木窯詰め・炭焼き
　　　　　　前回焼いた炭出し後に原木を詰め
　　　　　　て点火。
　　　　　　その後1週間炭を作ります。

□  ９月１～７日　炭焼き　於ギダジ　参加延べ36人
　今回は未経験者が中心になっての炭焼きでした。

■  間伐材の製材機使用研修

　　と　き　１１月２３日(土)
  　集　合　ギダジ研修場 9:00～15:00
　　内　容　スギ材からの製材。木工教室
　　　　　　材料や持ち帰り材を作ります。

　木工教室に向けてスギ原木

から製材し、治具や機材の整

備もして活動環境を整えてい

ます。台風１７号来襲の日は

雨の合間をぬってホダ木の本

伏せをしました。

製材機の使用法を再確認して安全作業！

ナメコホダ木の本伏せ。

来年収穫を目指します。

製材板厚は正確に調整して。

製材治具の整備　機材と共に大事な備品です。

窯焚き未経験の会員
が中心になって窯温
度管理をしました。

3時間ごとに確認し６
日間で完成です。

窯閉じも初めての経験。
炭の出来上りは？
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 「森のチェーンソー講座」‥‥県民参加の森林づくり事業 (森林税事業)

８月の活動から
□ 8/10(土)･25(日)「講座」‥乙部公民館、三助山研修林

8/10 受講者12人 ｽﾀｯﾌ11人、8/25 受講者17人 ｽﾀｯﾌ15人

９月の活動から □ 9/14(土)･22(日)「講座」‥三助山研修林、乙部公民館
9/14 受講者14人 ｽﾀｯﾌ7人、9/22 受講者15人 ｽﾀｯﾌ11人

■ 「講座」開講日

と き 10月 12日(土), 27日(日）
9:00 ～15:00

集 合 ギダジ研修場
盛岡市手代森

内 容 スギ林の徐・間伐
スギ林の徐・間伐技術のまとめ

＜ 10月のスケジュール ＞ 度量衡に強くなろう
～長さ、角度、重さ、容積～

森林作業では、いろいろな場面で
長さは？角度は？重さは？量は？…
などが求められます。計測器がなく
ても身近な持ち物で見当をつけれる
よう感覚(センス）を鍛えましょう。
身の回りの基準になるもの、例えば、
チェーンソーのガイドバーの長さや
巾、自分の指、広げた掌や腕の長さ
などが分かっていればメジャー代わ
りになり役立ちます。

丸太に引っ掛けて持ち上げる

■ 「講座」開講日

と き 11月 9日(土),  24日(日）
9:00 ～15:00

集 合 ギダジ研修場
盛岡市手代森

内 容 雑木林の徐・間伐
雑木林の見方
（萌芽更新、樹種の判別）
伐木テクニック

＜ 11月のスケジュール ＞

山側に立ち胸高直径を測る 復唱して記録

座学
（8/10午前）

スギ林の

調査

さて‼
間伐率は？
形状比は？

木寄せ・集材作業

トング

ロープウインチで集材丸太を寄せて‼

座学（9/22午後）

トビ口を使って積み上げ

伐採作業のイラストを見

てどんな危険 が潜んでい

るか？ 危険・予知訓練

雨天時は室内で座学になり

ます。樹木・生態系・岩

手の森林環境・安全につい

てなどなど…。フィールド

ではなかなか学べない貴重

な時間です。

（大きい声で）

２４Cm ！



　　　　・正式事業名・・・森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業 (H31～３年計画）

■地域環境保全 ■地域環境保全

　　　と　き １０月　９日（水）～１０日（木）       と  き １１月１３日（水）～１４日（木）

　９：００～１５：００ 　９：００～１５：００

　　　ところ 三助山（田頭林） 　　　ところ 三助山 （田頭林）

　　　内　容 　９日：藪払い・倒木整理・その他       内 容 １３日：藪払い・枯損木除伐・間伐他

１０日：藪払い・倒木整理・その他 １４日：藪払い・枯損木除伐・間伐他

　　　集　合  ギダジ研修場 　　　集 合  ギダジ研修場

間 伐 考 　　　　(国民森林会議提言委員会提言より）

★ 木材（立木）生産技術＝太陽エネルギーを利用価値の高い木の樹冠に適切に配分する技術。
　　木材生産技術＝樹冠管理技術＝枝打ちもあるが林木の密度管理をする間伐技術は必要不可
　　単木的間伐（定性間伐）＝間伐の中でも選木を重視した生産物の質量を最もコントロールでき、
　　              産と環境の調和を図る持続可能な森林管理（林業経営）の中心的施業技術。
★ 間伐＝森林機能を高めるために、混みすぎた林分構造を緩和する目的で行う間引き作業である
　　　　　　 林業経営における本来の間伐は、残存木の価値成長を高め、途中収入を得、気象災害
 　　　　　　の耐性を高め、林内への光配分を高めて下層植生を豊かにする目的を持つ。
　・　将来、価値成長の見込める残存木を選木し、その生育条件整える。また、残存木の成長を阻害
　　　する木を、伐る木として選木していく。（高度な選木技術が必要）
　・　10年生ぐらいから林冠閉鎖が進行し、林内の光環境が悪化し、森林生態系の機能が低下する
　　　この時期の間伐は、土壌構造の発達のためには列状間伐や群状間伐よりも単木的間伐（定性
　　　間伐）が優れたいる。
　・　林分の将来価値を高めるため、間伐木の伐出時に残存木の幹を傷をつけない作業が必要。
　・　間伐が遅れると森林は樹冠長率の低い、形状比の高い林木の集団になり、気象災害を受けや
　　　すい脆弱な林分構造になる。
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里山整備対策事業・・・・・林野庁の交付金事業

１０月のスケジュール １１月のスケジュール

　８ / ９月の活動から

□　地域環境保全・・・８/２１⇒藪払い・倒木整理・その他　　 参加１３人

8/22 道を塞ぐ倒木 8/22倒木の中にスズメバチ 9/12 劣勢木処理 9/12 赤松枯木伐倒

　　　　　　　　 　　　　　８/２２⇒藪払い・倒木整理・その他　　 参加　８人

□　地域環境保全・・・９/１１⇒藪払い・枯損木除伐・間伐他　　　雨の為中止
　　　　　　　　　　　　　 ９/１２⇒藪払い・枯損木除伐・間伐他      参加１１人

8/21 林床の藪払い 8/21 枯損木処理 8/22 藪払い 8/22 枯損木処理

★ 木材（立木）生産技術＝太陽エネルギーを利用価値の高い木の樹冠に適切に配分する技術。
　　木材生産技術＝樹冠管理技術＝枝打ちもあるが林木の密度管理をする間伐技術は必要不可欠。
　　単木的間伐（定性間伐）＝間伐の中でも選木を重視した生産物の質量を最もコントロールでき、生
　　              産と環境の調和を図る持続可能な森林管理（林業経営）の中心的施業技術。
★ 間伐＝森林機能を高めるために、混みすぎた林分構造を緩和する目的で行う間引き作業である。
　　　　　　 林業経営における本来の間伐は、残存木の価値成長を高め、途中収入を得、気象災害へ
 　　　　　　の耐性を高め、林内への光配分を高めて下層植生を豊かにする目的を持つ。
　・　将来、価値成長の見込める残存木を選木し、その生育条件整える。また、残存木の成長を阻害
　　　する木を、伐る木として選木していく。（高度な選木技術が必要）
　・　10年生ぐらいから林冠閉鎖が進行し、林内の光環境が悪化し、森林生態系の機能が低下する。
　　　この時期の間伐は、土壌構造の発達のためには列状間伐や群状間伐よりも単木的間伐（定性
　　　間伐）が優れたいる。
　・　林分の将来価値を高めるため、間伐木の伐出時に残存木の幹を傷をつけない作業が必要。
　・　間伐が遅れると森林は樹冠長率の低い、形状比の高い林木の集団になり、気象災害を受けや
　　　すい脆弱な林分構造になる。



主　催　団　体　名

　 １０月１３日（日）

　　 8/ 18 安全に装着 　　8/ 18 刈り払い実習  9/ 8 基本姿勢確認 9/ 8  3倍力で伐木
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１１月１０日(日)

１１月２４日(日)

〃

〃

　NPO法人
　紫波みらい研究所

全 18回

　　　　　　　　講師派遣事業　(安全技術普及活動)

事　業　名 備　　考

 第8期　山仕事入門講座

　　月　　日

 NPO法人遠野エコネット
　 １１月１０日（日） 〃

全11回

１０月２７日(日)

１０月１３日（日)  山仕事初級講座

〃

＜ １０、１１月 の スケジュール＞

□　９/　８(日) 紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」
     テーマ・・・・ロープワーク　集材　　　　　　　　　　派遣‥岩井、後藤、岩崎の３人

□    ８/ １８ （日)  遠野エコネット・・・8年目の「山仕事入門講座」

□    ９ / ８  (日)  遠野エコネット・・・8年目の「山仕事入門講座」

□　９/２２(日) 紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」
     テーマ・・・・伐倒、ロープワーク、機材構造　　　　派遣‥鎌田、岩崎の２人

□　８/４(日)岩手県県民の森‥「知って得するチェーンソー講習会」
     テーマ・・・・ソーチェーンの目立て、ロープワーク　1１名　　　　　　　　派遣‥菅原、細田の２人

＜8 /  9月の活動から

  テーマ ・・・刈り払い、間伐の実習　      　受講生19名　　派遣・・・藤原隆雄・斉藤文男・村上御幸の３人

  テーマ ・・・間伐・滑車の使い方の実習　   受講生 15名　　派遣・・・藤原隆雄・櫻井栄次郎・矢神光政の３人



2019年10,11月号 代表 鎌田 健造
      事務局　盛岡市上田堤 1-13-7 (斉藤 )

　TEL・FAX  019-663-0547 (携)　090-7070-8724
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来年以降の「講座」の研修林の決まる
☞ 新版「山仕事の手引き」頒布

～経費の一部を寄付としてお願い～

テキスト「山仕事の手引き(改訂版)」が刷

リ上がりました。入手希望の方は連絡くださ

い。今回の作成には経費が結構かかりました。

そのため、入手する会員の皆さんには実費の

一部を寄付としてお願いすることにしました。

同封のお願い文を見てください。

なお、DVD「こんな時の伐木」は、少し修

正しますので暫時お待ちください。

■ 9/19 (木) 森づくりセミナー

「1000年続く森と林業の姿」
講師に 東北大学 清和研二教授を招き、遠野

エコネット主催、研究会が共催で開かれました。

参加者は県内各地から100人余り、研究会からも

9人が参加しました。

テキスト

☞ 残念ながら今年度から「そば収穫祭」は止めることにしました。
二ホンシカの食害でソバの栽培ができないからです。

赤林山 箱ヶ森南昌山

林地は殆ど平坦です。ただ立木は少し細いか

なと思いますが、研修には充分です。

所在地 ☆星の位置‥‥盛岡市羽場、箱ヶ森

の登山道沿いにあるスギ林。

スギ林 面積 3ha弱?、樹齢35年生?

樹高16ｍ(目測)‥後日測ります。

所有者 米内真知子さん(盛岡市三本柳)

☞ 今年もギダジ畑は「特用作物(?)」実る！

ヘチマ‥‥‥

棚にたくさんブラ下っ

ています。でも畑が乾燥

気味で「ヘチマ水」の吸

い上がる量が少なかった

ようです。

繊維は取れそうです

ペポカボチャ‥‥‥

春に苗を植えた後、放っ

たらかしていたら雑草の

中でこんなに実って

いました。

講師の清和教授‥‥
これからの森づくりは

針葉樹と広葉樹が混ざ

りあった混交林でなけ

ればならないと研究成

果を示しながら講演。
(デスカッションでパ

ネラーを務めた

斉藤 事務局長)

なつかしい山里の「島立て乾燥」‥‥牧歌的なそば栽培も

二ホンシカの食害で幕を閉じることになりました。残念！
(そば奉行)( 2006年度「そば収穫祭」そば打ち風景)

食べられたそばの実 (2015年)



　やる気のページ
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■　間伐材で塀づくり

　何年も手入れをしないジャングル様の
庭でしたが、生垣を取り払って間伐材の
板材で格子の塀をつくってもらいスッキ
リしました。塀の支柱は生垣の幹を利用
したので少し曲がりくねっています。こ
れがまた、趣があって ‟埴生の宿”らし
くなかなかの出来映えです。
　　　　　　　　(盛岡・上田堤 Fさん)

■　＜間伐材利用の拡大＞
　活動で製材する用材、会員の利用が広がっています。
　間伐材資源化プロジェクトで研修した製材機の活用が自主製作まで定着してきま
した。
用材を希望する方は製材研修に参加して必要な材を作ることができます。
（２ページ参照）

　　チェーンソー作業時の手袋は

防振・防刃・ゴム手・革手・軍手など色々な
手袋が現場で使われています。
チェーンソー作業に使う場合はどんな手袋が
適していると思うでしょう？

チェーンソー専用：最適。
防　振：振動障害に有効。切削傷は未知。
防　刃：チェーンに巻込まれる恐れあり。
ゴム手：滑り防止に効果。切削傷は未知。
軍　手：チェーンに巻き込まれる恐れ。
革手袋：防刃性があり丈夫。水濡れに弱い。

オイル加工の革手袋が良さそうですね。
豚革、羊革よりも牛革が丈夫です。

■　へちま棚の竿に長木を使用

ギダジで栽培するへちま棚は間伐材の長
木を竿にして網張りをしました。モヤシ
のようなスギが最適な竿になります。

■　今年の木工教室　課題作品
　小型ガーデンハウス

　スギ間伐材使用での完成を目指します。軽ト
ラの荷台に載るサイズで設計し、完成後はギダ
ジ研修場に女性レストルームとして設置予定と
しています。

施業プランナーのコーナー
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